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2 Ma-8　　　　 ポルフィ リン誘導体を触媒に用いる過酸化 水素による効果的な酸化 漂白
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【目的】過酸化水素による色素の酸化漂白を効果的に行うために、界面活性剤を用いる、水溶性

のポルフィリン誘導体を用いる方法等を検討してきた。さらに、ポリエチレングリコールと結合

したマンガンポルフィリン誘導体の触媒効果についても検討した。本報では、各種ポリマーと結

合したポルフィリン誘導体を用い、その存在下でのC. I. Acid Orange ７の退色速度について

検討した。また、脂質二分子膜中に導入したポルフィリン誘導体の効果についても検討した。

【方法】触媒には各種ポリマーと結合したマンガンポルフィリン誘導体および脂質二分子膜中に

導入したポルフィリン誘導体を、被漂白物質にはC.  I. Acid  Orange ７を用いた。色素濃度1 ×

10-4 mol ｄｍ-3、過酸化水素濃度0.03 mol dm-3 とし、触媒の濃度は1 ×10-5moldm-3 とし

た。退色速度は分光光度計を用いて、恒温セルホルダー中で25（Cに調整しながら、10 分間の吸光

度変化を色素の最大吸収波長で追跡し決定した。色素の吸光度変化から次式を用いて擬一次速度

定数（臨bs ）を算出した。

【結果】PH8.0 での温和な条件で色素の漂白を行った結果、過酸化水素のみではほとんどC.I.

Acid Orange ７の退色が見られなかったがI、各種ポリマーと結合したマンガンポルフィリン誘導

体存在下では色素の退色が促進された。それらの中で、ポリエチレンイミンと結合したマンガン

ポルフィリン誘導体共存下で大きな効果が認められた。また、ポルフィリン誘導体の軸配位子と

考えられているイミダゾールを共存させると、C. I. Acid Orange ７の退色がさらに促進した。

2 Ma-9　　　 合成化合物を添加したポリプロピレン繊維の性能に関する研究

○武繁頼子＊ 高橋哲也＊ 木村由和＊＊

(＊島根大, ＊＊カネボウ化成)

1. 目的:　ポリプロピレン(以下、“pp ”と略す)繊維は合成繊維の中で最も軽く、耐薬s. 性が高く、

湿潤による物性低下がほとんど無いなど優れた繊維である。しかし、油溶性汚れが付着しやすい

などの短所もある。そこで、私たちはpp に合成化合物であるポリジメチルシロキサン(以下、

“PSx ”と略す)やオレイン酸アミド(ik下、“OA" と略す)を添加した繊維を作製した。そして、得られた

繊維の汚染率などの諸性能について検討した。

2. 方法: ゴニオメーター式接触角測定器を用い、射出成形により作製したプレート板上に､10 μ

｜ の液滴を滴下した後、所定時間後の小滴映像をとらえて接触角を読み取った。また、繊維の汚

染率は、所定寸法に裁断した編物を汚染液に浸潰して汚染し、24 時間風乾した後に、分光光度

計を用いて530nm の表面反射率を測定して算出した。

3. 結果:　pp に対して異なる量のPSx を添加したブレンド物を用いて、液滴との接触角を測定し

た。その結果、蒸 留水と流動パラフィンのどちらを液滴として用いた場合であっても、接触角は添

加前に比べて高くなった。また､ 得られた繊維で作製した編物を水溶性汚れや油溶性汚れのモデ

ル物質に汚染したところ、PSx や ＯＡを添加した編物では添加していない編物に比べて汚染率が

低く、汚れにくかった。さらに､ 汚染時間を長くすると、全ての編物において、油溶性汚れを用いた

場合の方が水溶性汚れに比べて、汚染率が大幅に高くなった。これらの結果は、液滴との接触角

の結果に対応しており､接触角が大きい試料ほど編物での汚染率は低い事がわかった。
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